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研究成果の概要（和文）： 
これまで実施されてきた大学体育に関する卒業生および担当教員へのアンケート調査や
文献研究から、大別すると次の 3つの意義が見出されるとした。１）健康・安全・体力の
保持増進と向上、２）スポーツの普及と振興、３）人間・人間関係の形成。また海外にお
ける体育授業の実態およびスポーツ教育に関する調査から新たな大学体育の理念に盛り込
むべき内容に関する提言を行った． 
 また国内外の大学体育のカリキュラムに関する現状に関する調査を実施し、新たなカリ
キュラムに盛り込むべき、理念と教育目標に関して、多角的な視点からの議論が行われ、
新たなカリキュラム案を作成し，2011年度より施行した．その効果を検証した結果，新カ
リキュラムと旧カリキュラムの「授業評価」を比較した結果、新カリキュラムの方が新た
に設定した 5つの教育目標のすべてにおいて評価が高いことが明らかとなった。しかし一
方で、「授業の運営・指導法」、「満足感」においては旧カリキュラムの方が高く評価された 
  
研究成果の概要（英文）： 
As results of questionnaire investigation for alumni and subject teachers about effects 
of physical education class in the university, we found following three major 
significances. 1) An enhancement of health, safety and fitness, 2) Promotion of sports 
activity, 3) Character-building as a human being. In addition, we made a proposal to 
include the principle for a new physical education in the university by overseas 
researches about sports education. 
 By surveying about curriculum for physical education from home and abroad 
universities, we discussed from various perspectives about philosophy and educational 
goals which must be include in a new curriculum and came into operation the new 
curriculum since 2011. As results of validation of the new curriculum, students who 
took the class placed higher value the new one than old one. 
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１．研究開始当初の背景 
社会構造の変化に伴って、大学を取り巻く環
境は大きく変わりつつある。たとえば 18 歳
人口の減少に伴う大学全入時代の到来。ある
いは、行財政システム・スリム化の一環とさ
れる国立大学の独立法人化。これ以外にも
様々な要因が加わり、大学間の競争はますま
す激化している。さらに大学に求められる役
割も従来のマスプロ教育を通じた「均質的で
基礎学力に優れた人材の大量供給」から、実
用的なカリキュラムによる「創造的で即戦力
となる人材供給」へと変化しつつある。「知
の競争時代」と言われる今日、大学はまさに
学生を教育する力（教育力）が問われている。
ではその大学教育の中で、教養教育としての
体育（大学体育）はどう位置づくべきであろ
うか？かつて大学設置基準の大綱化の前夜
（1991 年頃）、「大学体育」に関しても盛ん
に議論がなされたが、その本質はいかに職域
としての「大学体育」を守るかが焦眉の的で
あった。議論の末、多くの大学で「大学体育」
は残ることになったが、15年以上の年月を経
て、今日の「知の競争時代」にあって「大学
体育」が十分に役割を果たしてきたかは、未
だ検証されていない。今後も大学の「教育力」
を担うセクションとして「大学体育」が存在
し続けるためには、これまでの実績を客観的
に評価・総括した上で、現代のニーズに適合
した「大学体育」のモデルを再構築し，提示
していく必要があると思われる。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトは筑波大学体育センターが
主体となり，4 ヵ年をかけて次の３つの項目
について実践的な研究を行った。 
１) 過去における「大学体育」の成果および
問題点を総括し，「大学体育」モデルを再構
築する際の基礎資料を得る 
２）１）の研究成果や先進事例に関する情報
をもとに，現代ニーズに合った「大学体育」
の基本理念の再構築に取り組み，カリキュラ
ムの作成を行う 
３）再構築されたモデルに基づく「大学体育」
の新カリキュラムを試行的に実践し，その効
果について客観的な証拠（エビデンス）によ
る検証を行う． 
 
３．研究の方法 
研究目的１を達成するために，筑波大学体育
センター元教員ならびに現教員に対してイ
ンタビュー調査を実施し，これまでの筑波大
学体育センターの教育理念やカリキュラム
の作成過程において重視されてきた点につ
いて資料を収集した．また筑波大学に 1974
年から 2006年までに入学し，体育を受講し
た約 18000名の卒業生の中から，入学年度や
学部・学科の規模を考慮した系統抽出法によ
り 2000名を抽出し，在学時代にどのような
体育授業を受講したか，また体育授業を受講
したことによってどのような影響をうけた
かなどについて，質問紙を郵送し，アンケー
ト調査を実施した．なお有効回答数は 520名
であった．さらに大学体育が日本に導入され
た経緯について調査するために，国内外にお
いて文献研究と聞き取り調査を実施した． 
 研究目的２を達成するために，国内外の大
学において現在実施されている体育授業の
カリキュラムに関する文献研究とフィール
ド調査を実施し，目的１）の研究成果を踏ま
え，新たな「大学体育」の理念と教育目標を
策定し，それを実現するためのカリキュラム
案を作成した． 
 研究目的３を達成するために，①教員によ
る成績評価方法の検討，②学生による授業評
価と教員による授業自己評価の比較検討，③
教員相互による授業評価の実施，④学生によ
る通年授業評価と学生による単元評価の比
較検討，⑤潜在的カリキュラム評価の検討，
以上 5項目について調査検討を行った． 
 
４．研究成果 
研究目的ごとの研究成果の概要は以下のと
おりである． 
＜研究目的１＞について 
教育概念基本構造を用いた大綱化前後の相
違点および教育効果（卒業生アンケート）・
教育実践（教員アンケート）に関する調査に
よって、体育センターがこれまでに実施して
きた共通科目「体育」の教育活動における効
果と問題点が明らかになった。 
 またわが国における大学体育発祥の理念
と背景、意義の変遷の調査からは、これまで
の大学体育の発展史とそこでの問題性、今後
の課題が明らかになった。また、海外におけ
る体育授業の実態及びスポーツ教育の価値
に関する調査からは、各国におけるスポーツ
のあり方や教育システムの違いが体育授業
やスポーツ教育のあり方に大きく影響して
いることが明らかになった。 
 前述 2つの調査によって、今後大学体育が
果たすべき役割が明らかになった。一方で、
国際的なエリート養成機関（ボーディングス
クール）においてスポーツ教育がとりわけ重
視されていることに着目した点については、
今後大学体育のあり方を検討するにあたっ
て大いに参考になると考えられる。 
＜研究目的２＞について 
 １）の研究成果を踏まえて，以下のような
新たな大学体育の理念と５つの教育目標を
策定した． 
筑波大学の体育の理念 ：「健やかな身体、豊
かな心、逞しい精神を育む筑波体育」 
筑波大学の体育は高等教育における身体的
側面からの人間教育を担っています。最新の
スポーツ科学を基に、健康であることの重要
性、体力の必要性を理解し、スポーツの技術
の習得と技能の向上を目指す多様なスポー
ツ実践をとおして、「健やかな身体・豊かな
心・逞しい精神」の育成を目指しています。 
１．健康・体力およびスポーツ技術に関する
基礎的知識や思考力、実践力の養成 
最新のスポーツ科学を基にしたスポーツ実
践を通して、自己の健康・体力、スポーツ運
動に関する基礎的知識・思考力等を獲得せし
めると共に、それを実践できる能力を養いま
す。 
２．豊かな心と社会性 （コミュニケーショ
ン力、リーダーシップ等）の醸成 
学類を越えた学生相互の動的ふれあいを通
して、良好な人間関係を築くとともに、共有
する課題や目標に挑戦する中で、それを達成
しえた時の喜びを仲間とともに分かち合え
る力を養います。 
３．逞しい精神、高い倫理観の育成 
新たな目標を目指し、困難な課題や厳しい状
況を克服して行く中で、チャレンジ精神や不
屈の精神等を鍛えるとともに、自然や人間と
の直接的・間接的対峙の中で、慈しみや礼節
を尊び、相互に尊重し合う等、高潔な人間性、
規範意識、倫理観を養います。 
４．スポーツ文化の知的解釈力・鑑賞力の涵
養  
多様なスポーツの実践と観戦を通して、スポ
ーツの持つ文化的・芸術的価値に気づき、よ
り高度な解釈力・より深い鑑賞力を養うとと
もに、より質の高い実践力を育むことによっ
て、スポーツを生涯にわたって楽しみ、支援
して行く力の基礎や態度を醸成します。 
５．自立的に自己を成長させ続ける力の涵養 
運動することを単に体育・スポーツのみの問
題として捉えるのではなく、環境や社会的問
題との関わりの中で捉えられるよう、多角
的・学際的・総合的な視点に立ち、生涯を通
じて自己啓発し続けるための基礎を築きま
す。 
＜研究目的３＞について 
 学生による授業評価と教員による授業自
己評価を比較した結果，総じて学生による評
価の方が教員による自己評価より高かった．
特に「総合的な満足度」は高く，教員の指導
方法と授業計画・運営への高い評価がその背
景にあると推察される． 
 また複数教員から推薦された教員 1名を選
定し，教員相互による授業評価を行った結果，
他教員の授業改善に資する様々な示唆が得
られた． 
 旧カリキュラムと新カリキュラムを比較
した調査結果から，５つの教育目標すべてに
おいて新カリキュラムは有意に評価が高か
った．しかし「授業の運営・指導法」，「満足
感」においては旧カリキュラムの方が評価が
高い結果となった．これは，新カリキュラム
では単元ごとに重点化された明確な教育目
標の設定がなされ，それが授業評価の観点と
一致していたことが反映されたものと推察
される．一方で，旧カリキュラムでは 1種目
を 1名の教員が通年で授業展開するため，「授
業の運営・指導法」，「満足感」で高い評価が
得られたものと思われる． 
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